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放射線防護の第一の目的は放射線照射による急性健康害を防ぐこと, そしてガンや遺伝病などの発症を抑制することである.
第二の目的は放射性残留物による環境汚染やそれに伴う日常生活の混乱を最小限にすることである. 放射線照射から身を守る

ために行動を取ることが, 放射線照射を受けた後の医学的治療よりも更に効果的な防護手段といえる. 放射線防護に関して, 治
療や照射量の上限等においては業務作業的にICRP指針に基づく国際標準に乗っ取って全緊急事態対応型アプローチが行われ

るべきである.

放射線照射への防護対策は, ICRPによる放射線防護についての要項を日頃から前もって意識し, 標準化マニュアルを用意して

おくことであるということが言える.

放射線攻撃事象における放射線被ばくに対する一般市民の防護

放射線照射からの人々の防護(放射線防護国際会議の報告書放射線照射からの人々の防護;放射線防護国際会議の報告書)
放射線防護に対する防御対策に対する指針のあり方について, ICRP会議で討論された要項をまとめた報告書である.
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放射線照射から身を守ることに関して, ICRP(放射線防護国際会議)で定められたあらゆる危機的事象へ対処できる規制規約を

日ごろから意識する心得の重要性についてのアプローチ.
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